
（２）東京都立大江戸高等学校  
                    

１ 学校概要 
・全校生徒５１４名（３部合計） 

・３部制 → 午前部、午後部、夜間部 

・単位制、総合学科の高校であり、小中での不登校経   

 験者や高校の中途退学者を受け入れる「チャレンジ  

 スクール」。 

・三修制 → 自部と他部の授業を履修することで３年 

         での卒業が可能。 

・Ｈ２７卒業生の進路は７割が進学 

 進学を目指す生徒のために土曜授業も行っている。 



２ ＵＤＬの取り組み 

①ＵＤＬ研究メンバーを定め、 

 担当教科（保体・理科・美術） 

 での実践報告を実施。 

 

②ＵＤＬ通信を発行。（教員間での情報共有） 

 

③授業プリントや通信等に用いる 

  フォント（イワタＵＤゴシック）の統一。 

 

 



④「本時の目標」「本時の内容」を示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

昨年度は、全ての教科で実施。 



⑤重要部分を板書するチョークの色を統一。 
 

 
黒板の場合・・・１番重要な色を黄色 

          ２番目に重要な色はオレンジ 

 

ホワイトボードの場合・・１番重要な色を赤 

               ２番目に重要な色は青 



⑥ＵＤＬ３つの原則を意識して授業を構成する 

 

           認知ネットワーク 

             「what」何を学ぶか 

 

               ↓ 

 

           板書のポイントは色を変える 

           など、提示に関する内容 

 

 

 

 



 

方略ネットワーク 

「how」どのように学ぶか 

 

       ↓ 

 

多様な活動を取り入れるなど、
行動と表出に関する内容 



感情ネットワーク 
「why」なぜ学ぶか 

 
↓ 

 
目標や内容を示すなど、
取り組みに関する内容 



⑦ＵＤＬの３原則を大江戸高校版として活用。 

 

１）「インプット」・・・教員による提示方法 

 

２）「アウトプット」・・・生徒自身の表現方法 

 

３）「モチベーション」・・・教員による学習環境の                

               整備 



３ 実施してみてのアンケート調査 

 

１）目標や内容の提示 

 

生徒→内容は肯定的回答多いが目標は否定 

     的な回答が目立つ。 

 

教員→必要６４．１％ 不要２８．２％  

    その他７．７％ 

 



２）重要部分を板書するチョークの色の統一 

 

生徒→肯定的だが、全教科の共通化について  

    は肯定的と否定的意見が同数。 

 

教員→肯定的と否定的意見がほぼ同数。 

 



４ アンケート結果から 
 

・各授業の実態に合わせるべきという意見が多く
見られたため、今年度は担当者の裁量に任せてい
る。 
 

・教科によっては、実施しにくい。実技教科におい
ては効果有り。 
 

・ＵＤＬ促進は「全員が分かりやすい授業」につなが
るが、「考えさせる授業」からは離れていく場合が
多い。特別な支援を必要としていない生徒の学び
の妨げにならないような配慮も必要。 



５ 本校で実践可能だと考えられるもの 

１）各教科に応じた学習環境の整備 

 

２）視覚的教材の使用→教科書のイラスト 

                ネットの画像 

                実物 など・・・ 

 

３）思考させる活動を行う場合は、流れや仕方  

  を示し、その後は生徒に全て行わせる。 

  配慮が必要な生徒には、一斉指導した後に個  

  別に指導する。（ダブルアプローチ） 


